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会 議 記 録  

会 議 名 称 令和５年度健康スポーツライフ杉並プラン推進懇談会 

日 時 令和６年３月 22 日（金）午後６時 00 分～午後 8 時 07 分 

場 所 東棟６階 教育委員会室 

出

席

者 

委 員 

７名 

松尾委員、植田委員、高田委員、西村委員、鈴木委員、野田委員、 

柗尾委員 

事 務 局 

１１名 

文化・スポーツ担当部長、スポーツ振興課長、施設管理係長、 

事業係長、計画推進担当係長、施設管理係主査、事業係主査、 

施設管理係職員、学校支援課部活動改革担当係長、 

杉並区スポーツ振興財団事業係長、事業担当係長 

傍聴者 ０名 

配 付 資 料 
・次第 

資料 1 健康スポーツライフ杉並プラン推進懇談会運営要綱、委員名簿 

資料 2 健康スポーツライフ杉並プラン 指標の推移 

資料 3 健康スポーツライフ杉並プラン スポーツ振興課が取り組む 

主な事業（令和 5 年度、令和 6 年度予定） 

資料 4 健康スポーツライフ杉並プラン 取組状況 

 

会 議 次 第 
1  開会 

2 議題 

令和 5 年度健康スポーツライフ杉並プラン推進懇談会について 

 計画事業の取組状況 

3  その他 

4  閉会 

＜会議要旨＞ 

 

１ 開会 

○事務局 文化・スポーツ担当部長から挨拶 

 事務局より資料 1 に基づき運営要綱の確認、委員紹介 

  ※進行に当たっては松尾委員にコーディネーター役を依頼し、了承を得た。 

２ 議題 

  事務局より資料 2 及び 3 を説明。 

○松尾委員     私の方から最初に、資料 2 にある指標の推移について少しお話を聞

かせてください。まず 1 番目に、運動やスポーツを習慣的にしてい

る子どもの割合が、昨年度が 76.1％に対して今回は 88.2％まで上

がっています。これをどう分析しているでしょうか。 

○計画推進担当係長 分析結果は所管からは聞いていませんが、恐らくコロナの影響と見
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ています。 

○松尾委員     要するにコロナがある程度明けて、子どもたちが一気に外に出たた

め、という理解でしょうか。 

○計画推進担当係長 その通りです。 

○松尾委員     それから 3 番目に、障害者スポーツ事業の参加者数が、令和 2 年度

391 人、令和 3 年度 528 人、令和 4 年度 1,022 人、そして令和 5 年

度で 1,229 人となっていて、当初の目標は令和 6 年度で 600 人だっ

たので、もう 2 倍以上になっています。これはユニバーサルタイム

等の取組により、皆さんの関心が高まるという影響があったのかな

と思いますが、どういった見解でしょうか。 

○計画推進担当係長 おっしゃるとおり、ユニバーサルタイムの影響はあります。また、

別の課の取組として、様々な障害をお持ちの方々に、スポーツ施設

に行っていただき、施設を利用するに当たって、聞いてみたいこと

やもやもやしていることについてやり取りする機会を、日程を決め

て設けました。その中で、もやもやが解消され、それが口コミで広

がり、利用しやすくなったのかなということもあります。 

○松尾委員     成人の週 1 回以上のスポーツ実施率は令和 5 年度で 56.4％。最近

発表があった国の調査では 52.0％であり、その前年が 52.3％のた

め、やや微減という形で推移していることが明らかになりました。

その点からすると、杉並区は高い状況です。なお、東京都全体では

65％近くであり、やはり高いなという印象です。 

          それから、子どもたちの運動やスポーツをどう支えていくのかとい

うことで、区内全体で中学校が 23 校ある中で、特に学校開放は、

早い者勝ち、1 か月前に取り合いになる、いつも同じ団体が予約を

押さえるといった課題が全国的にあったので、杉並区では新たに 2

時間の枠を設定して予約システムを導入し、今後はさざんかねっと

（区の公共施設予約システム）を活用して進めるということで、す

ばらしいことだと思っています。2 時間の枠で非常に効率良く施設

を利用できる可能性が高いということで、資料 3 の 2 ページを見る

と、利用率は校庭が 69.1％、アリーナが 80.9％、交流ホールが

12.0％、利用団体数は 68 から 82 になり、非常に増えてきているよ

うにお見受けしますが、元は何％だったのでしょうか。また、他の

学校との比較でいうと、やはり高い状況でしょうか。 

○計画推進担当係長 そこが大変悩ましいところで、利用枠を設定しているのは高円寺学

園のみのため、比較が困難です。他の学校は団体同士の話し合いで

融通し合って使っているような状況です。 

○松尾委員     比較はできないが、少なくとも利用団体が 68 団体から 82 団体に増

えたことは間違いないということで、ここは非常に評価のポイント

になろうかと思いました。 

それから二つ目に、学校運動部活動の地域移行が進んでいて、スポ

ーツ庁も力を入れています。二つの考え方があって、学校の中に地

域の方が指導者として入ることについては、外部指導員という形で

以前から行われていましたが、顧問の先生がいないと活動できな
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い、試合に行く際の引率はできないなどという状況がありました。

それでは先生方の負担が減らないので、もう一歩進めたのが、職員

として部活動の指導員を配置する形で、経費がかかるため大人数は

入れられないが、それを増やすことで学校運動部活動の先生方の負

担を支えていこうという動きです。これをスポーツ庁が地域連携と

地域移行という言葉で使い分けているようで、外から来る、学校の

中の活動を豊かにしようというのが地域連携で、学校から地域の方

にお願いしようという動きを地域移行といいます。受け手として、

総合型地域スポーツクラブやスポーツ少年団、あるいはスポーツ事

業団が自らクラブを設立し、支えるという地域もたくさんありま

す。一番のポイントとして、学校運動部活動の種目は少なく、特に

女子の運動実施率が非常に低く厳しいという状況が各地ありますの

で、ヨガや美容にいい体操であれば実施する子どもも増えますが、

学校の部活動としてなかなかやることができないので、地域に広げ

ることで、地域の活動としてその種目を支えるという方法がありま

す。連携と移行をうまく活用して、子どもたちみんなが運動やスポ

ーツができるような状況にしようという動きが全国的にも進んでい

ます。先程説明いただいた地域連携の動きは進んできていると思い

ますが、地域移行のほうは検討されているのでしょうか。 

○部活動改革担当係長 部活動の受け皿となる地域や人材を確保すること、会費を徴収した

場合、経済的な理由で生徒の体験格差が生じる恐れがあることな

ど、地域移行には大きな課題があり、各自治体慎重に検討している

ところだと思います。まずは地域連携に力を入れて取り組み、地域

との関係を模索していくことが現時点の目標になります。 

○松尾委員     地域移行の問題点は、経済格差がスポーツ格差につながってはなら

ないということで、例えば長崎県の長与町という 3 万人規模の町が

あり、そこでは総合型のクラブ 1 本にして、全員がそこに入るとい

う方法を取っています。会費は月 3,000 円ですが、経済格差に配慮

し、経済的に厳しい家庭には会費をお返ししています。また、千葉

県柏市では、子どもたちに配慮し、こうした会費の返還をすべてデ

ータ上で処理し、一切外に見えないような形で行っています。いき

なり全ての種目を地域に移行するのは難しいため、種目単位で受け

るやり方が多いですが、学校や教育委員会が責任を持って、委託管

理の形を取っています。豊島区はもう少し広げて、子どもたちの放

課後をどう支援するかという観点で、不登校やひきこもりの子の支

援等も含めて、部活動を展開しようと取り組んでいます。いずれに

しても全ての子どもたちが遍くやりたいことを引き受けられる仕組

みをどう展開できるかということで、令和 8 年度まで集中期間とし

て、部活動指導員の配置を拡充するという説明でした。 

          もう一点、障害者スポーツネットワークの考え方はすばらしく、全

国的にあまり例のない取組の一つだろうと思いますが、こういう事

業を展開するときに、当事者の方の意見をどう取り入れられるかが

よく言われていて、そういった関わりもあるのでしょうか。 

○事業係長     障害者スポーツネットワーク会議に、杉並区障害者団体連合会の協

力も得て、障害当事者の方に数名入っていただいています。 

○松尾委員     当事者の方も入り、意見を自由に出されているところもあまり他の
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区ではないので、その点も大いに様々なところに広報いただければ

と思いました。 

          もう一つ最後に、応援するスポーツの推進について、スポーツを応

援することによって好きになる、そして一緒にやることもするし、

支えたいという気持ちにもなると。杉並区に関係する人材を十分に

活用している印象があり、ＦＣ東京のゴールキーパーの方と接した

子どもたちは目の色が変わったのではないでしょうか。 

○財団事業担当係長 とてもわくわくしている感じがありました。自分も頑張れたらここ

に立てるという夢を見させてもらえたのではと感じました。 

○松尾委員     それが応援することのまた意義でもあるかもしれません。 

          先程の部活動支援における高円寺エリアの拠点方式の取組は、杉並

であれば学校の距離が近いので、もっとできるように感じます。最

近、福岡でこういった話をする機会があり、距離が遠くて移動が大

変という中で上手にやられている良い事例もありました。 

○委員       実績については、コロナ禍よりも結構良い数字が出ていたという感

じを受けたので、来年度はもっと良い数字になることを期待してい

ます。そのためには私たちもまた現場サイドで人を集めないといけ

ませんが、どうやったらうまく伝達できるかなということで、特に

小学校は、今まで、例えばチラシをクラス別に部数を仕分け、学校

にお願いしていました。それが新年度からはウェブ上で行う方式に

変わるようで、印刷経費は減り、必ず全校児童に伝わりますが、児

童の親が見られるか。子どもがチラシを持ってくれば親の目に届く

と思いますが、ウェブ上だと必ずしも親がチェックできないから、

参加する子どもを集める事業は、少し苦労するのではないかという

感じがしています。 

          もう一つ質問で、運動部活動の関係で、杉並は部活動指導員を区の

職員として任用していて、あくまでも部活動は学校教育の一環だと

思いますが、この部活動指導員の資格や選考基準はどうなっている

でしょうか。例えばある種目の指導員の資格があればいいとか、た

だし教員免許やそれに準じた経験が必要とか、その点が気になりま

した。 

○松尾委員     情報を子どもたちにウェブで発信するというお話があり、学校でも

そういった取組は随分進んでいると思うので、それについて少し触

れていただけたら。そして、部活動指導員の条件について、全国的

にもどういう形であれば保護者の方に安心していただけるのかがポ

イントになっています。いかがでしょうか。 

○部活動改革担当係長 一つ目の周知方法については、所管が異なりますが、環境負荷の影

響と、紙を配布する教員等の負担を考えると、デジタル化していく

ことは必要不可欠だと思います。その中でどのように情報を届けて

いくかを事業・イベントの所管課は考えていく必要があると思いま

す。例えば画面上にタイトルが表示されて、それをクリックしアク

セスする掲載方法であれば、タイトル名を工夫してみようとか、周

知したいイベントとは別のイベント時に、チラシを自ら配布しよう
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とか、学校を経由する配布方法だけではなく、どのような広報手段

があるかということを、私たちもイベントを実施する立場として考

えていきたいと思っています。 

          二つ目の部活動指導員の採用に関するご質問にお答えします。現

在、従事されている方は、教員ＯＢ、外部指導者としてボランティ

アで部活動に関わっていた方が大半を占めており、中学生の指導を

することに長けている方が選考されています。 

○委員       ありがとうございました。 

○松尾委員     免許制度まである自治体は全国的に見てもあまりないですが、やは

り研修制度を設け、その受講をある程度の指標にする。あるいは、

日本スポーツ協会や各競技団体の様々な資格を持っていることを基

準にする。ただ、競技団体の資格を持っていても、子どもたちに本

当に対応した指導ができるか分からないので、外部指導者として一

旦ボランティアで入ってもらった後に指導員になっていただくよう

な、様々な方法があります。 

○委員       今のお話を聞いて、スポーツ推進委員としてもユニバーサルタイム

に参加しているので、そういう活動が増えていくと良いなと思って

います。また、学校の運動部活動について、推進委員として、実技

の指導は無理かもしれないですが、例えば放課後に、部活ではな

く、学校へ行っていない子も含めて楽しいレクリエーション、スポ

ーツを楽しむような取組であれば、もしかしたらできるかもしれな

いので、そういうところも関わっていけたらいいかなと思いまし

た。 

○松尾委員     スポーツ推進委員が全国に 4 万 8,302 名いらっしゃいます。その中

で、学校運動部活動の地域移行や地域連携において、どれだけ活動

していただくかはとても重要な問題ですが、まだ取組があまり見ら

れず、何をどうすればいいのかを迷っている方が多いので、今委員

がおっしゃったように、全てはできないが、できることに協力して

いこうという方々にご活躍いただければ、とても地域のためにな

り、区外にも発信できるような取組になります。特にコーディネー

ター、学校との連携がとても大事で、富山県では、情報を一元的に

管理していて、仮に地域移行をした場合、日程や活動内容、担当者

等の情報・案内を、子どもや保護者、校長先生など全員見ることが

でき、安心できるという取組をしていくようです。 

○委員       私は三つあります。まず一つ目が部活の地域連携に関して、エリア

ごとに分けて、そのエリア内の学校で、それぞれ違う種目を実施

し、エリア内の児童・生徒は参加できるとお聞きしましたが、そこ

では特別支援学校の児童・生徒の部活、スポーツ活動に関してはど

うなっていますか。 

○部活動改革担当係長 特別支援学級の生徒に限定した部活動はなく、ご自身に合った部活

動に参加している状況にあります。部活動は運動部のほかにも様々

な活動があります。また、競技性を求める部活もあればレクリエー

ション志向の部活もあり、生徒が選択できるようになっておりま

す。 
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学校部活動であれば、生徒の情報は当然教員に入ります。拠点校方

式の事業として展開する際、先ほど他の委員がおっしゃったような

学校との連携の仕組みをしっかり設けていきたいと考えています。 

○委員       特別支援学級に関しては、そこの目が学校の中にあるのでいいと思

いますが、特別支援学校にはありません。 

○部活動改革担当係長 現状、済美養護学校には、部活動はなく、地域移行に関しても着手

できていない状況です。レクリエーション志向や、多様な種目をや

りたいという場合に、活動の場は学校という選択肢のほかにも様々

な形があるかもしれません。部活動なのか、地域移行なのか、どち

らがその子どもたちのために良い活動となるのか考えていきたいと

思っています。 

○委員       まず、支援学校が入っているエリアの学校の部活に参加できること

が平等、権利かなとは思っています。ただ、競技性の高い活動を選

択できるような形にはしてほしいなというのがまず一つで、また支

援学校は区内でも限られた場所にあるので、住んでいるエリアと学

校のあるエリアが違うこともあります。そうなったときに、可能で

あれば少し離れている子は住んでいるエリアの学校にも参加できる

仕組みがあると、本当の共生社会であり、健康を維持するためのス

ポーツということを考えると、そういった形がいいのかなと思いま

した。あと事例として一つだけ、最近、私が関わり始めたパラを目

指す高校生の知的障害の男の子がいて、知能的には多分小学校 3 年

生位だろうという感じで、支援学校に通っていますが、近所の一般

の高校の陸上部に入っています。健常者の中でも県の上位に食い込

める実力があり、しっかりコミュニケーションも取れるし、自分で

目標を持って頑張れるので、そういう子たちが取りこぼされないよ

うな形がいいかなとは思います。 

○部活動改革担当係長 レクリエーション志向の方、競技性を求める方もいますので、活動

を選択できることが非常に大切だと思っています。自身の学校でな

くても、自宅の近くの活動にも参加できるという仕組みは、地域移

行のゴールの形ではないかと思いますので、難しい課題ですが、

様々な選択肢を用意できる仕組みを考えていきたいと思っていま

す。ありがとうございました。 

○委員       二つ目は、障害者スポーツの参加人数 1,229 人に増えたとありまし

たが、それは区が実施するイベントやスポーツ施設での教室などと

いう認識で合っていますか。 

○計画推進担当係長 合っています。 

○委員       そうであれば、各障害者施設が定期的にストレッチ教室などをやっ

ているので、そういう数も吸い上げられたらいいかなと思っていま

す。福祉関係者がなかなか一般の施設に行きにくいということがあ

るかもしれませんが、その人たちのために、個別に自分たちで教室

をやっている状況なので、連携してスポーツ施設とも行き来ができ

たらいいかなと思っていて、その数も吸い上げられたら、また少し

違うのかもしれません。 
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○施設管理係職員  先程の障害者スポーツ事業の参加者数は、区内各施設で指定管理者

が行っている障害者向けのスポーツ事業、スポーツ振興財団で行っ

ている障害者通所事業所への出張教室や障害者向け教室、またユニ

バーサルタイム等の区の直営事業の数値も足し合わせ、1,229 人と

いう数字で算出しております。 

○委員       一番良いのは、まだ区がつながっていないところとつながり、そこ

から区が現在行っているイベントやスポーツ施設の利用者数に加算

されるようなつながりができたらいいのかなとは思います。 

○計画推進担当係長 おっしゃるとおりで、まだまだつながりが薄いところもありますの

で、そこは今後の大きな課題にはなると思います。 

○松尾委員     社会福祉協議会とのつながりも深いのですか。 

○計画推進担当係長 社会福祉協議会は、先程の障害者スポーツネットワークの中に入っ

ていただいています。 

○委員       杉並区のスポーツ関係は、団体や当事者と比較的つながりがある方

だと思いますので、自信を持ってください。 

○スポーツ振興課長 少し補足ですが、障害者施策課が障害者施設で教室を行っていて、

できるだけまだ行ったことがない施設に行こうという動きはしてい

るようです。そういった努力もしていることはご理解いただければ

と思います。 

○文化・スポーツ担当部長 同じような話になってしまいますが、やはり障害者施策課は障害者

施設を大体把握していますので、そことの事業の連携で、スポーツ

振興財団の方からの出張スポーツ教室をもう少しいろいろなところ

に広げていくことはできるのかなと思います。施設側のニーズやス

ケジュール等の調整をしながら、ぜひやってみたいというお声があ

れば、障害者の方から意見を聴きながら、できる範囲で考えてみた

いとは思っています。 

○松尾委員     通所施設への出張教室というのは珍しく、あまり聞いたことがなか

ったので感動して聞いていました。 

○委員       三つ目、スポーツ振興財団のスポーツ応援の件ですが、杉並区に関

連する関係者を知ったきっかけが偶然ということで、個人情報なの

で難しいですが、インターネット上に流れている情報を一度集めて

みるということをしていただけたらうれしいなと思いました。私が

以前、日本スポーツ振興財団にいたときに、やはり情報を拾ってま

とめるということをしていて、それがデータベースというか、参考

になりましたので。 

○財団事業係長   ネット上にある情報は正直そこまでは調べていませんが、財団職員

が常にアンテナを張って、いろいろな方とつながるように努力はし

ております。現在はそういう中で、知った情報を基に、応援するス

ポーツや様々な事業に生かしている段階ですので、今、委員からご

指摘あったことについては、さらに幅を広げて取組は進めていきた

いなと思います。 
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○松尾委員     国の機関である日本スポーツ振興センターでもネット上の情報を拾

っている状況なので、やはり地道にやっていくということでしょう

か。大変貴重なご指摘をいただきありがとうございました。 

○委員       22 歳になる子どもが知的障害を持っていて、日頃からスポーツに

取り組みたいと思っている中、やはり情報が入ってこないですね。

通所施設や学校に通っている間は、情報がいろいろ入ってくるのか

もしれないですが、一個人として仕事に就いている立場になってい

るので、そういう人たちへの情報がなかなか入りにくいだろうなと

思っています。知的障害があるので自分で検索することもできず、

目に見えるような形でどこかに掲示をされる等の方法が広く普及し

てくれるといいなと思いました。 

          それから、私は学校開放の利用者団体協議会（利団協）の会議にも

出席したことがあり、そこで見てきたのは、やはり継続して利用し

ている団体が既に火曜日のこの時間を取っていますということから

始まるので、新規参入が本当に難しく、ぜひ高円寺学園だけでな

く、ほかの学校にも予約システムを導入していただけると、とても

ありがたいなと思いました。 

          もう一つ、部活動の在り方について、このエリアに入る高南中のテ

ニス部はなくなる方向で進んでいますが、保護者の間で移動に関し

ての不安があります。一旦家に帰ってから行くのか、学校から自転

車で行っていいのか、そのためには自転車で登校していいのか、み

んなで行くのか個別で行くのかなど、そういった移動方法ですね。

結局、移動に時間がかかり、冬は 5 時で真っ暗になるので、4 時頃

から移動を開始して、4 時半にどこかの中学校に着いて、準備運動

して正味 20 分間しかできない部活になってしまうのか、といった

不安の声は多く聞いています。 

○松尾委員     まず、三つ目の部活動の地域連携に関して、平日の活動については

まさにおっしゃっているとおりだと思います。土日であれば暗くな

ってからの移動はないかもしれないですが、自転車など移動のルー

ル化はどのように進むのかというご質問と思います。 

○部活動改革担当係長 具体的には令和 7 年度から拠点校方式による部活動を実施する予定

ですが、3 校の校長と安全に移動する仕組みを検討中です。高円寺

エリアでは平日も休日も活動を行いますが、生徒の安全をしっかり

確保することを重点に話をしています。例えば、東京都の条例で規

定されたヘルメットの着用や保険の加入の他、移動するコースの設

定、移動した先の学校から帰宅時に連絡ができるように、携帯を生

徒が持つことを可能とすることなどについて、検討しています。 

次に、活動時間に関してお答えします。野球やサッカーはこのまま

では活動自体がなくなってしまうところを、少しでも活動できる場

を用意していくことが今回の拠点校方式の部活動の目的です。その

中でどれだけ活動時間を取れるかという方策としては、例えば、自

転車で自身の学校に通学し、自校から直接拠点校に移動することを

検討したいと思っています。 

○松尾委員     それから先程お話のあった利団協については、平等に時間枠を決め



9 

 

て予約するという高円寺での 2 年間のモデル事業を終えて、今後は

さざんかねっとという施設予約システムと連動していくというお話

ですよね。 

○計画推進担当係長 一度に全校を予約システムでというのは、やはりなかなか難しく

て、先程委員がおっしゃっていたとおり、既存の団体が取ってしま

うという課題と、継続して今まで活動していた団体が、抽選にして

しまうとできなくなってしまうのではという、そのバランスがとて

も難しいです。今までは話し合いで譲り合いもある程度できていま

したが、システムだとどうしても均一化してしまうので、なかなか

融通が利きにくい。活動時間についても、2 時間の枠をつくってし

まうと、3 時間使いたい、あるいは 1 時間だけ使いたいといった団

体もあると思うので、各学校の実態をよく調べながら、徐々に入れ

ていこうかなということで、検討している段階です。 

○松尾委員     例えば大学の履修登録で、4 年生が履修できないと卒業できないた

め優先的に登録するということもあります。そういった、ある利団

協では一段階だけ優先的な枠という可能性はありますが、多様な要

望や今までの歴史もあるので、そこも踏まえての話ということです

ね。 

          それから、先程の情報提供についての多様な方法、例えば一目で見

られるような掲示板というご示唆もありましたが、全てデジタル化

すればいいという話ではないということで、いかがでしょうか。 

○事業係長     例えばユニバーサルタイムは、施設に掲示していただくようなポス

ターを作ろうという話があります。 

○松尾委員     見える化ですね。ありがとうございます。 

○委員       今年の 4 月から東京都体育協会が東京都スポーツ協会に名称が変わ

り、ほとんどの区市町村の体育協会もスポーツ協会に名称が変わる

と思います。また、今年の国民体育大会から国民スポーツ大会に変

わるなど、体育という言葉がなくなりスポーツに変わりますが、体

育とスポーツでは何が違うのといったところに多分行き着いてい

き、スポーツの価値や意義等をより発信していかないといけないと

思っています。スポーツという考え方は千差万別で様々な意見があ

りますが、やはり杉並区としてスポーツという価値を、大きな流れ

の中で定めていく必要があり、それが予算計上など全ての根本にな

ると思っていて、その点をぜひこうした場で議論をしていくといい

のかなと思っています。スポーツ協会・体育協会は競技団体の集ま

りなので、競技団体から見たときに、レクリエーションも含めての

ところはありつつ、どれだけ育成に気を遣っているかを考えると足

りないところがまだ多いというのが本音です。普及と育成は両輪だ

とよく言われているが、育成があって初めて応援もあるわけなの

で、バランス良く取り組んでほしいというのが、私からの意見で

す。 

○松尾委員     スポーツの価値をどう捉え直し、表明していくか。体育は非常に教

育的な目的を持って、初めから価値がうたわれていました。一方、

スポーツはこれまでは健康のために良い、人格形成に良いといった
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言い方をしてきたが、そのための手段としてスポーツがあるわけで

はないということで、今度はスポーツ自体を全面に出していくと、

暴力やハラスメントの問題が生じたときに、スポーツなんか駄目だ

ということも言われます。スポーツ推進施策にお金をかける必要は

ないのでは、という動きにつながることもあるので、スポーツがあ

るから人生が豊かになり、健やかな育ちにつながっていくというこ

とで、価値を明確にしながら進めるべきというのは、全くそのとお

りと思います。一方で普及については、どちらかというとみんな自

由にゆる型スポーツでいいのではと言うが、応援する観点で考える

と、応援してもらうだけの、見ていて楽しい競技力の高さ、また求

道的な精神で自分に打ち勝ちしながら日々過ごしていく姿勢に我々

は感動するわけです。この競技力を区の施策の中でどう位置づける

のか、今まで何となく普及の方に偏っているのではと、非常に大き

な視点でお話をいただいていますので、トップキャリアのところま

で行けるような流れを少し想像しながら展開していくこともあると

いうご指摘だったかと思います。 

○委員       今回は子ども、障害者スポーツ、応援するスポーツをフォーカスし

ていますが、杉並区でいうと、外国人の増加、転出入の状況、また

23 区独特の課題やテーマなどがあまり見えてこないため、強みを

もっとアピールしてもいいのかなと感じます。最近、社会とつなが

るという健康の意識が欠けてきていて、都市部で一人暮らし高齢者

が増えてきていることについて、スポーツ振興課で取り組むとき

に、民間のスポーツ事業者をどのぐらい把握しているのかが少し気

になりました。いつもスポーツ推進委員や体育協会のボランティア

に頼りがちですが、私の近所にも日本拳法、ボクシング、サッカー

などたくさんあり、杉並はお金をもらってやっている人たちがたく

さんいます。そういう人たちの力をどうやって引き出し、ビジネス

としてやってもらうか。経済産業省も 2020 年当初からスポーツビ

ジネスとして担い手を起こしていくことを打ち出していて、そうし

たときに、いつまでもボランティアベースの考え方ではなく、例え

ば杉並区の子育て応援券を部活動に置き換えたらどうでしょうか。

部活動にお金を出している自治体はあるが、それを外部指導者では

なく民間事業者がやっているところに参加する形のものも増えても

いいし、さらに、杉並の民間スポーツ事業者ができる可能性を調べ

てみて、協議会を設ける、地域で束ねるなど、そういうことも面白

いと思います。杉並の強みとして民間で活動している人がたくさん

いて、それを登録または認証し、ビジネスとしてやってもらうとい

う方法で、スポーツ振興課が新しく取り組むことも面白いという気

がしました。 

○松尾委員     これは非常に重要なポイントで、よく公的機関が特定の事業者と手

を結ぶと、どうしてそこだけなのかという批判に耐え切れないこと

があります。そこで様々な工夫がなされていて、例えば日野市は、

市のスポーツ協議会を設けて、日野市もそのメンバーとなり、市内

の企業もメンバーのため、その平等な関係性の中で一緒に取り組む

という方法もあります。また、奈良県のある市では民間企業と公共

的な活動について協定を結んでいるほか、渋谷区では一般社団法人

「渋谷ユナイテッド」を設立し、学校部活動の地域移行において、

ボーリング場や料理専門学校等の事業者と連携しています。杉並区
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も十分できると思っていて、民間事業者がどうやって公の事業と連

動していただく形を取れるかというのは、様々な知恵がありそうで

す。 

○委員       杉並区の子育て応援券のような登録や評価の仕組みもあるかもしれ

ません。 

○松尾委員     やりたい事業者にとってチャンスは平等ですから、そういった方法

はありそうですね。 

○委員       もう一点だけ、障害者スポーツの社会的参加の話も出ていました

が、障害者が受けるばかりではなく、担い手になることに意味があ

って、教室等に参加する側の立場から、支える側の立場になってい

く方が豊かだと思うので、そういう指標もあるといいですね。例え

ば連続シリーズなら最初の 2 回は参加者で、残りの回は担い手側を

やってもらう方法です。 

○文化・スポーツ担当部長 子育て応援券のような形で均等に配ることも確かに良い方法である

一方で、部活動は今まで教員の献身的な努力で無償が前提となって

いるものを全部置き換える場合、その分を誰が負担するのか。高額

な費用がかかる中で、どうしても企業の社会貢献的な部分に頼らざ

るを得ないところがあります。そういった中で、協力していただけ

る企業をつなぎ合わせてシステム化し、先程おっしゃったように今

習っている人が将来的には教える側になって、それが高額の料金を

取らずお返しみたいな形で循環できるような仕組みができれば、ま

さに共生社会の中で、スポーツも体だけではなく心の健康やコミュ

ニケーションなど様々な効果を期待して取り組むことになるので、

かなり壮大な事業にはなりますが、そういった点も考えていかなけ

ればいけないと、本当に今お話を聞いていて実感しています。 

３ その他 （省略） 

４ 閉会 

 

 


